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 要  旨 
 
近年，近赤外分光法の原理に基づく新たな計測手法が盛んに研究されており，その一つに蛍光
トモグラフィが挙げられる．これは，生体内に蛍光物質を注入し，ピコ秒オーダーのパルス光源
と高速検出器から構成される，いわゆる時間分解計測法を用いることで，生体組織表面で測定し
た蛍光のデータから，非侵襲的に生体組織内部の蛍光物質の空間分布画像を再構成する技術であ
る．何らかの方法を用い，蛍光物質でラベルした薬剤を小動物に投与し蛍光トモグラフィを行う
ことで，解剖することなく小動物中の薬剤の空間分布が画像化できる可能性があり，主に創薬分
野での応用が期待されている． 
 時間分解測定法を用いると多くのデータを処理する必要があるため画像再構成を行うのに非常
に時間がかかるが，その問題点を解決するために本研究では total light法を提案し，シミュレー
ションによって画像再構成法を検証してきた．total light法で得られるのは蛍光物質の濃度分布
の断層像である．本研究では実際の小動物を用いた実験の前段階として，生体模擬試料(ファント
ム)を用い，実験的に total light法による画像再構成法を検証することを目的とした． 
 ファントムは生体組織と散乱特性が近いポリアセタール樹脂で作成した．また時間分解波形が
測定できるよう専用のホルダ等を作成した．時間分解波形の測定には 16chTRS 装置を用いた．
画像化に必要なデータは励起光と蛍光の時間分解波形であるが，蛍光はフィルム状のハイパスフ
ィルタを用いて観測した．以上の方法で，理にかなった時間分解波形を得ることができた． 
 画像再構成アルゴリズムはMATLAB を用いて構築し，ファントムと同様の条件の下シミュレ
ーションを行い，その有効性を検証した． 
 target の大きさ，数，濃度を変えて時間分解波形を取得し，画像再構成を行った．target が 1
つの場合は妥当な画像が得られた．targetが 2つの場合は中心間距離が小さくなるほど再構成さ
れにくかった．また表面近傍にある targetは，拡散近似が成り立たないため，画像再構成されづ
らい可能性があることが分かった．また蛍光寿命，量子収率，モル吸光係数など蛍光特性が画像
再構成に与える影響が大きいことも分かった． 
 以上のように，小動物中に注入した蛍光物質の断層像取得が可能であることを示した． 
 
